
楽しみながら一歩前に踏み出す時

彩の国いきがい大学校友会連絡協議会

会 長   髙橋 勉

 昨年度に引き続き“彩の国いきがい大学校友会会長”を努めさせて

いただきます春日部学園 11 期校友会の髙橋勉でございます。

昨年 3 月東日本の各地を襲った未曾有の大天災、それが引き金で発

生した福島原子力発電所の人災では、未だ先の見えぬ生活を強いられ

ている多くの人々がおられます。今年に入り記憶にも新しい天災は茨

城、栃木を襲った竜巻、関越道でのバス事故という人災等々、加えて

ギリシャ経済が引き金になったユーロ不安から生じた記録的な円高と

暗い話題が多い中、佐渡のトキの話題や天空のショー、上野のパンダ

二世誕生等の心和むニュースもありました。

 今年度 4 月総務省の発表によると、私たちの住む埼玉県は 65 歳以上の老齢人口の増加率は

2011 年 10 月現在、全国平均を 1.6 ポイント上回る 2.5％と全国トップ、人口の全国順位は 2010
年と同じで 5 位、そんな中、上田知事は女性の活力を使って経済振興を図る「ウーマノミクス」

や高齢者の病気を予防する「健康長寿」の大切さをあげております。

今年度“彩の国いきがい大学”には 80 歳台にして入学を叶え、勉学に社会活動にと励む方も

各学園におられます。

 ＊地域における仲間づくり ＊地域における社会活動の促進 ＊地域社会に貢献できる人材

の育成を柱として、学び活動をしている私たちに、そんな人達の持つバイタリテイーは大きな励

みになっており、「健康長寿」そのことが社会貢献につながる事と信じております。

 さて前執行部から申し送られました“新事業”開発、それまでの事業の中、県連協会報はスリ

ム化し、ウオーキング大会は安全面その他の理由から廃止となり、それに代わる新事業案を、ア

ンケートという形で各連協へお願いした結果を、三役で検討し集約し理事会に図り「芸能祭」を

開催する事に決定し、事業担当学園も決まり開催にむかって動き始めております。

 ９校友会が夫々の地域に密着した社会活動を行っている現在、県連協事業として三つの「県連

協会報発行」「社交ダンスの集い」「グラウンド・ゴルフ交換大会」に加えて新しく「芸能祭」が

加わります。第 1 回「芸能祭」は来年 3 月 8 日開催です。夫々の英知を集約し第 2 回につなが

る様に“一歩前を見据えて”皆様と共に歩んでゆきたいと思います。

江戸時代上杉鷹山公は藩立て直しの折、“子供に未来を”“老人の知力活用”を叫びましたが、

私たち校友会会員 8,394 名の知識等を、楽しみながら地域に役立てましょう。全会員のご健勝と

ご活躍を心から祈念いたしご挨拶と致します。
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校友会連絡協議会会報第４１号の発行に寄せて

財団法人いきいき埼玉 理事長 関本 和正

彩の国いきがい大学校友会連絡協議会会員の皆様には、日ごろボラ

ンティア活動等を通じて地域社会の活性化のため、格別のご尽力をい

ただき深く感謝申し上げます。

 さて、我が国は少子高齢化と核家族化が急速に進展しており、高齢

者や子育て世帯が安心して生活するためにも、従来とは違った地域の

支え手が必要とされております。こうした状況の中で、これからは高

齢者の方々には従来にも増して地域の活力維持という大きな役割が期

待されております。

（財）いきいき埼玉では、それぞれの地域にお住まいの方々が共に助け合う「共助」の社会づ

くりを推進していくための学習の場として、「いきがい大学」の重要性が今後益々高まるものと

考えております。そこで、当財団では、いきがい大学二年制課程として一昨年に熊谷学園、昨年

に春日部学園を新設し、県内の東西南北に二年制学園の拠点を整備したところでございます。 

貴協議会におかれましては、今年度の新たな事業として、会員が一同に会し「芸能祭」を開催

して、日ごろのボランティア活動の成果を発表されるとお聞きしております。地域で活躍される

皆様の熱い思いが、互いの心に響き合い、今後の活動がさらに大きく発展することを願っており

ます。会員の皆様におかれましては、仲間とのネットワークを大切にされ、地域社会の課題解決

に積極的に取組まれるとともに、全国の高齢者のモデルとなるような活動が展開されることを大

いに期待しております。

 結びに、貴協議会の益々のご発展と会員各位のご健勝、ご活躍を心よりお祈り申し上げます。

役 職 名 所     属 氏  名 役 職 名 所     属 氏  名

会  長 春日部 学園  11期 髙橋 勉     蕨  学園  21期会長 〇 中村 和雄

春日部 学園  14期会長 〇 山来 武雄     蕨  学園  22期会長 根岸 武雄

入  間 学園   2期会長 〇 伊藤 弘一 東松山 学園  26期会長 青木 哲男

東松山 学園  25期会長 〇 岩城 由光 伊   奈 学園  17期会長 〇 磯野 定夫

鷲  宮 学園  31期会長 〇 古川 栄溢 伊   奈 学園  18期会長 新井 哲夫

浦  和 学園  33期会長 〇 倉兼 敏昭 春日部 学園  15期会長 戸塚 晃

浦 和 学園  31期会長 榎本 靖二 入  間 学園    3期会長 藤澤 翼也

熊 谷 学園  30期会長 〇 中島 武久 春日部 学園  13期会長 奥川 勝也

熊 谷 学園  31期会長 八巻 剛正 入  間 学園    4期会長 谷 和夫

川 越 学園  30期会長 〇 鶴田 重信 東松山 学園   24期 藤武 喬春

川 越 学園  31期会長 奈良 博昌 伊 奈 学園   19期 中山 延雄

鷲 宮 学園  32期会長 野口 昌男 ※  〇は各学園連協会長

会  計

監  事

理  事

理  事

副 会 長

◇◇平成２４年度 彩の国いきがい大学校友会連絡協議会 役員一覧◇◇
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【鷲宮学園】 和太鼓クラブの紹介 32 期 加藤 敏夫

クラブ発足で一番苦労したことは、指導頂く先生を見つけ

ることでした。在学中の授業で講師の一言、『役場の生涯学習

課が〝生涯学習人材バンク〟や〝団体・サークル〟の情報を

扱っている』という情報を得たことがヒントになり、鷲宮学

園の近郊の市役所や町役場に和太鼓の指導者の紹介をお願い

し、紹介を受けた複数の指導者と打合せを行いましたが、私

たちのグループだけ単独で指導して頂ける団体は、なかなか

見つかりませんでした。最後に、高価な道具と練習場所を提供して頂ける団体にめぐり合い、卒

業の翌月（平成 21 年 4 月）にクラブを発足することができ、毎週 1 回、2 時間ほどの練習を重

ねております。

練習の成果を発表する場としては、鷲連協の合同文化祭や 32 期校友会の定期総会後のアトラ

クションなど。そして、学園以外では、指導を受けている幸手和太鼓保存会の皆さんと、障害者

施設のチャリティフェスティバルや地域の団地の「さくら祭り」や「夏祭り」に参加して地元の

皆さんとの交流を図る等の活動をしており、今年からは、新たに市町村で行われる市民文化祭に

参加し、演奏を通じて文化交流を進めていこうと考えています。

現在の部員は 9 名、平均年齢 67.7 歳。一番の問題点は体力を維持することで、体をいたわり

ながら、練習・演奏活動を続けていきたいと考えています。

【伊奈学園】 埼玉城郭研究会 12 期 小林 一成

埼玉城郭研究会は伊奈学園ふるさと伝承科の 2 年生の時、

課題学習で取り組んだ「埼玉の城にまつわる伝説と民話」

を発展させる形で伊奈学園卒業の平成15年5月から活動を

開始した。

研究会設立以来続けてきた勉強会で県内の城館の史資料

の調査、現地の状況などの情報をレポートにまとめ、その

成果を外部の人たちにも共有してもらおうと 3 冊の本、『埼

玉の城址 30 選』『続・埼玉の城址 30 選』『埼玉の城址めぐり』を出版した。また、伊奈学園ふ

るさと伝承科での講義、いきがい大学の他の学園の校友会の研修会、地域や町おこしのグループ、

市民大学や公民館の歴史講座などで講演会を行ってきた。

コーラスや絵手紙、語りの会などのような直接的なボランティア活動ではないが、いろいろな

活動をしている人たちやグループから声を掛けられることはたいへんありがたいことである。そ

して私たち自身にとっても、この活動が生涯学習の実践になっている。

公開学習事例発表
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１ 彩の国いきがい大学特別講座のご案内

２ 彩の国プラチナフェスティバル高齢者創作展を開催します！

日ごろの創作活動の成果を一堂に会し、いずれの作品も素晴らしいものばかりで、熱心

な活動ぶりを感じとることができます。繊細なタッチ、力強い筆使い、一瞬をとらえた見

事な構図、魂をこめた造形美など、充分にご堪能ください。

・会 期：平成 24 年９月７日（金）～９月 10 日（月）

午前９時 30 分～午後４時 30 分（最終日 10 日は正午まで）

・会 場：埼玉会館 第１～第３展示室  入場料：無料

３ 第３回世代間交流事業「プラネタリウムで２２０万個の星空を体験しよう！」を開催します！

幻想的な 220 万個の星たちを手に取るように見ることができるプラネタリウムで、満天

の星空をご覧になりませんか。12 月 14 日にふたご座流星群がピークを迎えます。たくさ

んの星にまつわるロマンチックなひとときをお過ごしください。

・日 時：平成 24 年 12 月９日（日）10 時～15 時 15 分

・会 場：埼玉県県民活動総合センター 小ホール

・定 員：２８０人（各回４０人）申込順（10 月１日受付開始） 受講料：無料

４ 情報誌「あぷろく」を定期購読しませんか？

60 才からの“いきいき生活”の応援誌として年４回（６・９・12・３

月各 20 日）発行しております。「彩の国いきがい大学」の講座通信など

学園の様子をはじめ、地域で活躍する高齢者に役立つ情報が満載です。

年間購読いただきますと先着１００人の方にトクトクキャンペーン賞品をプレゼント！

年間購読料 １,５００円（送料・税込）

申込・問合せ 高齢者いきがい支援担当 電話 048-728-7951（土・日除く） 

第１回

・日 時：24 年 10 月 28 日（日）

13：15～15：00
・会 場：さいたま文学館文学ホール(桶川市）

・演 題：「天気予報は思いつき!?
～木原実のお天気教室～」

・講 師：木原実（気象予報士）

・定 員：１６０人（申込順）

・受講料：５００円

第２回

・日 時：25 年１月 26 日（土）

13：15～15：00
・会 場：入間市産業文化センターホール

・講 師：森永卓郎（獨協大学経済学部教授）

・定 員：４００人（申込順）

・受講料：５００円

・演 題：「モリタク流 経済ニュースのウラ読み術」

編集後記

県連協総会後、5 月末に会報引継ぎがあり、6 月理事会で会報作成方針説明と原稿の依頼、7 月に編

集と印刷業者決定・入稿、8 月印刷・配送と慌しく会報を完成させた。もう少し余裕を持って企画段

階から取り組みたかったので、これらの反省を踏まえ早い時期から引継ぎや改善提案を行い「親しみ

やすい会報」に実現したい。       伊奈学園校友会連絡協議会 17 期広報委員会

財団法人いきいき埼玉からのお知らせ
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